
                     
           

 

 

 

 

 

         教育目標           基本的な方針 
   

  

  

 

目指す学校像 

こどもたちが楽しいと思う学校 『六郷 笑楽好（しょうがっこう）』からその先へ 

                       ウェルビーイング チーム六郷“笑楽幸（しょうがっこう）”へ 

こどもが自己の成長を感じられる学校 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 ≪１０の具体的な方策＋１≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○よく考え、行動する子 

○思いやりをもち、助け合う子 

○健康でねばり強い子 

六郷小が楽しい 

確かな 

学力 
かかわる力 

教師力 

 

令和８年度  

大田区立六郷小学校の教育について  

 

○知・徳・体のバランスのとれた六郷の子の育成 

〇一人一人を大切にする教育 

○信頼される魅力ある学校づくり 

○開校１５０周年で培った力、関係性を継続する 

 

 

① 学級・学年経営の充実 

〇居心地の良い（認め合う）学級づくり⇒全教育活動、学級活動の創意・工夫、計画的な実践 

〇個に応じた適切かつ柔軟な指導⇒児童理解が土台（対話、アンケート、早期の保護者面談）   

〇「六郷スタイル」の徹底  〇学年で育てる（行事、合同・交換授業）  

② 特別活動の充実 

〇行事（遠足・運動会・展覧会・移動教室等）、学級・学年活動、児童集会、音楽朝会、たてわり活動 

〇開校１５０周年の取組で培った力、愛校心と地域とのかかわりを大切に 

③ 基礎学力の向上 

  〇文字を丁寧に書く（自分の名前は特に）  〇ノート記述も重視（色、定規使用） 

〇練習・復習の時間確保⇒授業、放課後・土曜補習、「六郷小復習重点ウイーク」 

〇大田区漢字検定に向けた「六郷小漢検ウイーク」  

〇調べる習慣⇒辞書を引く、タブレットで検索 

〇「おおたの未来づくり科」⇒これまで身に付けた力をもとにした創造的な学習 

〇健康的な生活習慣と家庭学習⇒適切な睡眠、早寝・早起き・朝ごはん、宿題＋α 

④ 読書活動の推進 

〇朝読書と「六郷小読書週間」⇒海に潜っているように静かに 〇読みかけの本を手元に   

〇読書学習司書の活用 〇推薦図書の紹介 〇六郷図書館の活用（見学・貸出カード作成奨励） 

⑤ 言語活動の推進 

  〇全教科・領域で表現する活動（書く・話す）の充実 〇言語環境の充実（言葉遣い・掲示物）   

〇学芸会の取組  〇英語の日（火曜日：英語であいさつ等）  

学習が 

わかる・できる 

人とのかかわり 

が楽しい 

力をつける・力を伸ばす指導 

 

おおた教育ビジョン 

第４期大田区教育振興 

基本計画 

理念  笑顔とあたたかさあふれる未来を創り出す力を育てます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今年度の主なこと 

 ①１年生は単学級、３組が１学級増で１３学級 教職員（ＳＲ巡回指導教１名増、事務、栄養士さん転入、講師、 

介添員、支援員等） ②５・６年生に特設教科「おおたの未来づくり科」２年目  

③１・２年生の外国語活動時数増加 ＡＬＴが常時配置 ④各学期の学校公開日（土曜）に振替休業日（翌月曜日）  

⑤区の朝の見守り事業 ４月中旬より始まる ⑥区による学習支援「放課後スタディ」 

◇サポートルーム 

 〇東校舎３階。週に１～２時間、個別または小グループで学習。原則の指導期間は１年間。１５名の児童が通室中。 

通室するには区の認可が必要。事前に担任やスクールカウンセラーとの面談を行いながら進めていく。 

◇お願いしたいこと 

 ①課題解決を一緒に 

  ・いじめの防止（言ってはいけないこと、してはいけないこと、見方・かかわり方）←家庭教育の重要性 

・学力向上⇒学習用具の点検、家庭学習の習慣づけ（宿題に必ず取り組む） 

・読書推進⇒読書量が昨年度大幅アップ  学力に比例、家庭でも環境づくり、区立図書館の積極活用  

・体力向上⇒家族で一緒に運動、できると自信になり、運動意欲が向上 

②情報共有を通して共通理解と共通実践 

  ・家庭（家族の中）での姿と学校（主に同年齢集団）での姿（特に対人）にちがいはあるもの 

・気になることがあれば早めに相談を ⇒ まず担任へ  スクールカウンセラーも活用を 

 ③こどもとの関係  

・自立させることが子育ての目標 ⇒目を掛けることは絶対だが、どんな時にどの程度まで口を出せばよいのか。 

・“こどもを信じること”と“こどもの言うことを鵜呑みにすること”とは違う ⇒ よく確かめてから判断を 

・保護者の言葉かけでこどもの見方・捉え方が大きく変化 

 ④ＳＮＳ家庭ルールの重要性 

・使い方によって、学力や友達関係に悪影響大。嫌な思いをする・事件に巻き込まれるリスクを承知しておく。 

 ⑤お子さんの友達を大切に。こどもはたくさんの友達から多くのことを学び、成長していきます。 

保護者同士もよい関係に。各家庭の考え方・捉え方は様々です。コミュニケーションを大切に。 

 ⑥記念誌への写真等の掲載の承諾 ⇒ 全校児童および学級集合写真、氏名とコメント、行事写真 

⑦年度末の学校アンケートの提出（昨年度９８％）←おそらく区内トップ  感謝です！  

 ⑧教職員の働き方改革にご理解とご協力をお願いします。 

⑥ＩＣＴの効果的活用の推進 

〇タイピング力が土台（３年生は早期にローマ字学習） 〇積極活用と効果検証の積み重ね 

〇情報モラルの指導 

⑥ かかわる力の育成 

〇あいさつ指導（すすんで、声に出して、「おはようございます」「さようなら」） 〇３組との交流 

〇特別の教科「道徳」⇒内容Ｂの重点化  〇考え、話し合う学習  〇異学年交流   

⑦ 体力、運動意欲の向上 

  〇体育授業の運動量アップ（場の工夫、用具の充実）、重点運動期間の設定（持久走・なわとび） 

  〇持久走大会  ○スポーツタイム  〇外遊び機会の確保（休み時間・放課後） 

⑧ 授業力の向上 

〇授業改善⇒授業観察、ペア研修、ＯＪＴ、各学力調査結果による授業改善推進プランの作成 

〇校内研究…「算数科」⇒「わかった！」「できた！」喜びが感じられる授業 

⑩ 保護者・地域との連携の充実 

〇情報発信の充実⇒学校ホームページの充実、緊急メールシステム等  

〇ﾍﾟｱﾚﾝﾄ・ﾃｨｰﾁｬｰ・ｱｿｼｴｰｼｮﾝ、のびのび六郷応援隊との連携 

（学習・行事のお手伝い、外部との橋渡し） 

〇地域・外部機関との積極的連携（見学、ゲストティーチャー、資料活用） 

☆ 教職員の働き方改革の推進  

〇児童とかかわる時間・授業準備・学ぶ時間の確保、休日出勤・残業時間の削減努力 

⇒校務の効率化、年次休暇、夏季休暇、看護・育児・介護休暇等取得の推進  

 
大田区立六郷小学校 

 


